
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朱二防災まちづくりニュース 
【第９号・２０２１年９月】   ●編集・発行『朱二学区自主防災会』 

陳 友晴  

 

背の高いブロック塀や管 
理の行き届かない空き家など
危険なところ、心配なところ 

はないか?改善できると 
ころはないか? 

 

行き止まり（袋路）
や道幅の狭い道は緊
急時の避難経路とし
て使える? 

 

日頃からあいさつなど
コミュニケーションを
とることで、災害時、
迅速に対応できること
があるのでは? 

朱二学区では、「地域のチカラで安心なまちを創る」を目標に取り組みを進めています。 
近年、自然災害が多く発生し、各地で大きな被害が出ています。朱二学区には、古い木造家屋が密集してい

る地区や幅の狭い道や袋路が多い地区があり、地震が発生した際には、大きな被害につながる恐れがあります。 
このため、自主防災会は京都市と連携し、災害に強いまちを目指し、様々な取り組みを行っています。 

※昨年度はコロナ禍で活動が制限されましたが、今年度は対策を講じて、取り組みを進めていきます! 
 



 

 

「すぐにできる」対策があるかもしれません。ご確認ください。 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
   
 
 

            

 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  
空き地などを防災ひろばに整備しましょう。 

防災ひろばを整備し、災害時は一時避難場所や延焼防止空間として、 
普段は地域の憩いの場として 

活用しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
袋路やまちを
安全にする 
対策に関する
相談は、 
 
京都市 
まち再生・ 
創造推進室 
 
075- 
222- 

3503 
へ 

お問い合わせ 
ください。 
 
 
 
自主防災会に

ご連絡いただ
いてもかまい
ません。 
 
 

京都らしさを 
大切にした 

避難ができる 
『路地』づくり 

  
袋路の入口部分を安全にしましょう。 

袋路の入口部分の建物の耐震・防火改修や 

表札門の改修・除却など、入口部分を整備し、 
安全に避難できるようにしましょう。  
袋路の緊急避難経路を整備

しましょう。 
袋路の奥に避難扉を設置し、2 方向 

の避難ができるようにしましょう。 

災害時の避難を 
支え、火災時の
燃え広がりを 

抑える 
『空間』づくり 

  
危険なブロック塀を 

改善しましょう。 
古くて危険なブロック塀を 

改善し、安全な避難経路を 

確保しましょう。 
  
老朽化した空き家等を除却しましょう。 

狭い道に面した古い建物を除却し、延焼防止空間とするとともに、

安全に避難できるようにしましょう。 
 

朱二学区 
平成 29 年度整備 

朱二学区 
平成 26 年度整備 

倒れにくい・ 
燃えにくい 

『家』づくり 

すまいの 
耐震化・防火に 
関する相談は、 
 
京 ・ 
安心すまい 
センター 
  
744- 

1631 
へ 

お問い合わせ 
ください。 
 

  
ご自宅を耐震・防火改修しましょう。 

耐震壁設置の工事例 

バランスよく設置することで 
揺れに強くなります！ 

ご挨拶 自主防災会 会⾧ 陳友晴 


